
会 　 場：姫路市書写の里･美術工芸館
開館時間：10：00～17：00(入館は16：30まで）
休 館 日：月曜日(祝日を除く)､5月7日(水）
入 館 料：一般500円(400円)､大学･高校生300円(240円)､中学･小学生70円(50円)

※(　)内の料金は20人以上の団体
※身体障害者手帳、療育手帳、精神障害者保健福祉手帳の交付を受けた方、及び介護者１人、姫路
市内在住の65歳以上の方、どんぐりカード、ひょうごっ子ココロンカード提示の小中学生、乳幼児
は無料

主　　催：姫路市書写の里・美術工芸館、日本陶芸美術協会、神戸新聞社
後　　援：サンテレビジョン、ラジオ関西
協　　賛：株式会社 山陽百貨店、緑ヶ丘美術館、株式会社 谷中田美術
展　　示：公益財団法人 姫路市文化国際交流財団

大賞［日本陶芸美術協会賞］ 
月煌彩器（坂倉善右衛門）

優秀賞［日本陶芸美術協会会長賞］ 
若草釉鎬鉢「萌ユ」（八児祥葉）

特別賞［十四代柿右衛門記念賞］ 
金彩正燕支蓋器（小山耕一）

SHOSHA ART & CRAFT MUSEUM
姫路市書写の里･美術工芸館 〒671-2201 兵庫県姫路市書写1223番地

TEL.079-267-0301  FAX.079-267-0304
https://www.city.himeji.lg.jp/kougei/

春季特別展

日本陶芸美術協会
姫路展
｜第12回陶美展作品を中心にして｜

2025年4月19日土
～7月13日日



特別賞[髙島屋賞]　藍三彩2410（加藤清和） 特別賞[インテリア アクア賞]　無名異線紋鉢（六代伊藤赤水） 特別賞[茨城交通賞]　淡青釉鉢（岡田泰）

特別賞[多治見市文化工房ギャラリーヴォイス賞]　
彩陶象嵌点描文鉢「群青の海」（保立剛）

特別賞[緑ヶ丘美術館賞]　染付彫鉢南天（本多亜弥） 特別賞[ギャラリー山咲木賞]
蛍手ノ花器｢暁｣（たにぐちちさと）

交通のご案内
●ＪＲ・山陽電鉄姫路駅より神姫バス｢書写山
ロープウェイ｣行きで約25分､終点下車徒歩３分｡

●姫路バイパス･姫路西ランプより約15分｡
●山陽自動車道･姫路西インターより約１0分｡
●無料駐車場(45台)

春季特別展

日本陶芸美術協会 姫路展
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姫路市書写の里・美術工芸館

　｢日本陶芸美術協会｣は故十四代酒井田柿右衛門氏の呼びかけにより、全国各地で活躍する陶芸家が集結し
2012年に設立されました。活動の中心をなす公募展｢陶美展｣は、入選4回をもって推挙される会員作品と一般
公募作品をあわせて審査され、この場は、先人の陶芸家たちが培ってきた技法や表現を、敬意をもって受け
継ぐとともに、新たな表現の道を切り拓く機会となっています。
　姫路展では、2025年1月に東京で開催した第12回陶美展作品より、入選作から選抜した79点(うち5点は5名
の人間国宝による出品)の作品を展示します。陶芸表現の多様性を認め｢継承｣から｢創造｣へと結実させ、次代
の陶芸界の発展を願う本展の個性豊かな作品をお楽しみください。

姫路市立美術館　Tel.079-222-2288
「髙田賢三　パリに燃ゆ、永遠の革命児」
2025年4月12日（土）～7月21日（月・祝）

姫路文学館　Tel.079-293-8228
特別展 「没後10年　作家 車谷長吉展」
2025年4月19日（土）～6月22日（日）

他
館
展
覧
会
情
報

●併設特別展示コーナー
会場には、第12回陶美展の審査員をされた兵庫県在住のコシノヒロコ氏(ファッション
デザイナー・アーティスト)の作品資料を展示するコーナーを併設します。
●記念トークショー「継承から創造へ､陶芸を語る」
日　時：5月17日(土）11：00～12：00
内　容：出品作家に陶芸の魅力を語っていただくトークイベントを実施。
講　師：日本陶芸美術協会より会長の今泉今右衛門氏(重要無形文化財保持者)､

伊勢﨑創氏、清水一二氏
定　員：50人(当日先着順、1時間前から整理券を配布）
場　所：展示会場(2階ラウンジ）
備　考：当日どなたでもご覧いただけますが、入館料が必要です。

●備前焼体験教室
日　時：6月21日(土) 10：00～12：00　13：30～15：30
内　容：出品作家を講師に､備前焼の器やオブジェなどを作ります｡
講　師：伊勢﨑創氏、豊福博氏
参加費：3,000円
定　員：10人(小学４年生以上）
会　場：竹林工房
備　考：6月10日(火)までに申し込み、応募多数の時は抽選

●伝統工芸体験講座　姫山人形体験教室
　日　時：6月14日(土)・15日(日） 両日とも10時～16時
　内　容：二日かけて木彫りから色付けまで、姫山人形の全工程を体験します。
　講　師：姫山人形舎の皆さん
　参加費：3,500円　　定　員：10人(中学3年生以上が対象）　場　所：工芸工房
　備　考：6月3日(火)までに申し込み、応募多数の時は抽選

●伝統工芸体験講座 金継ぎ体験教室
　日　時：6月28日(土) （1）9時30分～11時 （2）12時30分～14時

(3）15時～16時30分
　内　容：陶器や磁器の欠けた部分にパテを埋め、漆を上塗りして金粉を蒔いて仕

上げます。
　講　師：江藤國雄氏・江藤雄造氏(いずれも蒔絵師、漆芸作家）
　参加費：5,000円　　定　員：各10人　　場　所：竹林工房
　備　考：6月17日(火)までに申し込み、応募多数の時は抽選

●開館31年イベント　記念茶会
　日　時：7月6日（日） 10：00～16：00(45分×全8回）
　内　容：清水公照ゆかりの茶道具を使った茶会です。
　講　師：茶道裏千家淡交会西播磨青年部の皆さん
　参加費：500円　　定　員：各回10人　　場　所：茶室 交流庵
　備　考：当日午前10時から先着順で希望時間の茶券を販売。

webサイトSHOSHA ART & CRAFT MUSEUM

姫路市書写の里･美術工芸館

期 間 中 の イ ベ ン ト

●新緑まつりイベント　陶芸教室
　日　時：5月5日(月祝） 午前の部10時～12時

午後の部13時～15時
　内　容：オリジナルの焼物をつくります。
　講　師：夢工房「陶冶」の皆さん
　参加費：1,300円　　定　員：各20人　　場　所：本館 会議室
　備　考：4月22日(火)までに申し込み、応募多数の時は抽選

各教室は往復ハガキかWebサイトからお申し込みください。


